
新型コロナウイルスのワクチンと同時に接種できます
オミクロン株に対応した新型コロナウイルスのワクチンの追

加接種が続けられています。感染・重症化予防のために引き続
き接種を受けましょう。接種費用は無料です。
　新型コロナウイルスワクチンと他のワクチンは、原則として
２週間以上の間隔を空けないと接種ができません。ただし、イ
ンフルエンザワクチンについては同時に接種しても効果と安全
性に影響がないことが確認されたことから、例外的に同時接種
が可能です。

インフルエンザ予防のために
ワクチン接種を受けましょう
新型コロナウイルス感染症への対応が変わり、
マスク着用が任意になったこともあり、
今シーズンはインフルエンザの流行が懸念されます。
早めにインフルエンザワクチンの接種を受けておきましょう。

　インフルエンザワクチンには、インフルエンザ
の発症を防ぐ効果と発症した際の重症化を防ぐ効
果が期待できます。ワクチンが効果を発揮するま
でには接種から２～３週間ほどかかりますので、
流行が始まる前の段階で接種を受けることをお勧
めします。ワクチンの効果が続くのは５ヵ月程度
ですので、昨年受けている人も改めて接種を受け
ておきましょう。

特にワクチン接種が
推奨される人
◦65歳以上の高齢者
◦子供（乳幼児や小学校低学年など）
◦ぜんそく、糖尿病など持病のある人
◦妊婦
◦上記の人と同居している人

インフルエンザワクチンは

同時でOK


